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電
線
リ
サ
イ
ク
ル
協
議
会

電
線
リ
サ
イ
ク
ル
協
議
会

電
線
リ
サ
イ
ク
ル
協
議
会

加
盟
企
業

加
盟
企
業

〒347-0063

代
表
者

新

藤

武

次

〇
四
八
（
五
五
九
）
四
一
七
一

〇
四
八
（
五
五
九
）
四
一
七
三

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

埼
玉
県
行
田
市
真
名
坂
二
〇
一
二
―
一

行
田

事
業
所 新
藤
金
属
株
式
会
社

〒223-0025

代
表
者

菅

谷

洋

子

〇
四
五
（
五
九
一
）
六
二
六
六

〇
四
五
（
五
九
二
）
二
八
〇
一

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

横
浜
市
都
築
区
早
渕
一
―
二
五
―
三
三

港
北
ニュ
ー
タ
ウ
ン
工
業
団
地

本
社

事
務
所 ス
ガ
ヤ
メ
タ
ル
株
式
会
社

〒289-1212

代
表
者

高

松

昌

男

〇
四
七
五
（
八
八
）
二
二
七
五

〇
四
七
五
（
八
八
）
二
二
九
一

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

千
葉
県
山
武
市
木
原
二
三
九
七
―
五
二

本
社

工
場 株

式
会
社

高
松
金
属

〒210-0858

代
表
者

林
　

茂

也

〇
四
四
（
三
三
三
）
〇
五
〇
〇

〇
四
四
（
三
三
三
）
〇
五
〇
一

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
大
川
町
十
一
―
一

本
社 株

式
会
社

石
原
商
店

〒243-0425

代
表
者

髙

山

謙

治

〇
四
六
（
二
三
八
）
三
四
六
八

〇
四
六
（
二
三
八
）
五
八
六
五

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

神
奈
川
県
海
老
名
市
中
野
二
―
一
五
―
二
〇

海
老
名

営
業
所 髙
山
金
属
商
事
株
式
会
社

〒131-0033

代
表
者

田

子

政

夫

〇
三
（
三
六
二
六
）
一
四
五
一

〇
三
（
三
六
二
三
）
一
二
四
四

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

東
京
都
墨
田
区
向
島
一
―
二
七
―
一
四

本
社 田
子
金
属
株
式
会
社

〒272-0014

代
表
者

薄

井

啓

介

〇
四
七
三
（
七
七
）
一
二
一
一

〇
四
七
三
（
七
七
）
七
〇
二
七

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

千
葉
県
市
川
市
田
尻
三
―
七
―
三
五

市
川

事
業

本
部 ウ

ス
イ
金
属
株
式
会
社

〒370-0046

代
表
者

桑

子

義

之

〇
二
七
三
（
二
五
）
二
四
四
八

〇
二
七
三
（
二
六
）
六
八
八
一

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

群
馬
県
高
崎
市
江
木
町
六
五
九

本
社 桑
子
産
業
株
式
会
社

〒230-0061

代
表
者

塩

野

武

男

〇
四
五
（
五
〇
二
）
〇
二
四
一

〇
四
五
（
五
〇
二
）
三
〇
五
三

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

本
社

事
務
所 株

式
会
社

オ
オ
ハ
シ

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
佃
野
町
十
―
一

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
鶴
見
ビ
ル
二
階

〒143-0003〒355-0071〒381-0022〒220-0073〒029-3207

代
表
者

福

田
　

隆

〇
三
（
三
七
九
〇
）
一
七
五
一

〇
三
（
三
七
九
〇
）
一
七
五
五

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

東
京
都
大
田
区
京
浜
島
二
―
二
〇
―
四

本
社 東
港
金
属
株
式
会
社

代
表
者

山

﨑
　

豊

〇
四
九
三
（
二
三
）
九
一
八
一

〇
四
九
三
（
二
四
）
三
八
八
五

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

埼
玉
県
東
松
山
市
新
郷
七
七
―
三

東
松
山
工
業
団
地

本
社 東
上
金
属
株
式
会
社

代
表
者

木

下

繁

夫

〇
二
六
（
二
二
二
）
一
八
八
〇

〇
二
六
（
二
二
二
）
一
八
八
一

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

長
野
県
長
野
市
大
字
大
豆
島
三
三
九
七
―
六

本
社 直
富
商
事
株
式
会
社

〒100-0006

代
表
者

中

村

一

敬

〇
三
（
三
二
一
三
）
三
七
〇
一

〇
三
（
三
二
一
三
）
三
七
二
〇

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
―
十
二
―
一

新
有
楽
町
ビ
ル
十
階

本
社 日
新
工
業
株
式
会
社

代
表
者

保

田

一

彦

〇
四
五
（
三
一
一
）
〇
八
五
一

〇
四
五
（
三
一
四
）
七
四
七
九

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
岡
野
二
―
十
一
―
九

本
社 保
田
産
業
合
資
会
社

〒253-0081

代
表
者

山

﨑

敬

二

〇
四
六
七
（
五
一
）
五
六
一
五

〇
四
六
七
（
五
二
）
三
二
九
九

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
下
寺
尾
二
〇
九
一

本
社

工
場 有

限
会
社

山
﨑
商
店

代
表
者

吉

村

黄

吉

〇
一
九
一
（
八
二
）
三
七
一
〇

〇
一
九
一
（
八
二
）
四
九
五
一

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ

岩
手
県
一
関
市
花
泉
町
油
島
字
花
欠
二
三
―
三

本
社 株

式
会
社
ヨ
シ
ム
ラ

（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

代表取締役社長　山　﨑　康　雄

日鉄ステンレス㈱指定問屋

本 社 山 口 県 光 市 島 田 ６ 丁 目 １ － ８
電話（０８３３）７７‐２６００　ＦＡＸ（０８３３）７７‐２６０８

300系・400系・耐熱鋼・ニッケル・４２合金
インコロイ・インコネル・チタン
コバルト系・その他特殊金属原料

Yamasaki Metal&Co.,Ltd.

ステンレス原料ステンレス原料及製品製品ステンレス原料及製品

愛 媛 県 西 条 市 福 成 寺 甲 9 9 番 地

愛 媛 県 西 条 市 今 在 家 8 1 4 - 1
TEL.0898-76-7600　FAX.0898-64-6400
E-mail　t.toyo-sus@muse.ocn.ne.jp

〒799‐1316

〒799‐1362

本社・工場

第 2 工 場

ステンレス・特殊金属リサイクル

愛媛県認定
循環型事業所

代表取締役社長　志　賀　忠　男

信友金属株式会社

（Ｎｉ・Ｃr・Ｍo・Ｃo・Ｗ・Ｔｉなど特殊金属含有）
ステンレス・レアメタル・リサイクルセンターステンレス・レアメタル・リサイクルセンターステンレス・レアメタル・リサイクルセンター

代表取締役社長　遠 藤　雅 博
広 島 市 佐 伯 区 八 幡 １ － １ １ － ８
電話（０８２）９２８－１８８１㈹　ＦＡＸ（０８２）９２７－１２３０
広島市佐伯区湯来町伏谷 　湯来企業団地内
h t t p : / / w w w . s h i n y u - m e t a l . c o . j p

：

：

本 社

湯 来 工 場
U R L

日鉄ステンレス㈱指定直納問屋

信友金属株式会社
SHINYU METAL CO.,LTD

株式会社 福岡非鉄メタル
〒819-1134 福岡県糸島市多久819-4（前原IC南産業団地内）
TEL .（09 2）32 1 - 0 3 9 5  FAX .（09 2）32 1 - 0 5 3 0

貴金属・レアメタルリサイクルのノウハウをアドバイス致します。

貴金属・レアメタル・特殊金属
非鉄金属全般の売買問屋

資源循環型社会の発展を支える
有力非鉄スクラップディーラー

金属リサイクル特集 2019

銅アルミ
日
本
の
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
界
は
今
後
、
こ
れ
ま
で
の「
慣

例
」
が
通
用
し
な
い
業
界
に
変
わ
っ
て
い
く
。
伸
銅
・
電

線
・
製
錬
メ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
主
要
ユ

ー
ザ
ー
の
購
買
意
欲
は
、
地
金
の
使
用
比
率
の
上
昇
や
使

用
す
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
品
種
シ
フ
ト
、
輸
入
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
採
用
な
ど
で
、
今
後
も
減
退
傾
向
が
続
く
と
み
ら
れ
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
問
屋
筋
は
手
元
に
玉
が
あ
っ
て
も
売
り
先
が

な
い
、
と
い
う
傾
向
が
一
層
強
ま
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
品
位
に
つ

い
て
も
、
中
国
の
環
境
規

制
や
低
品
位
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
流
通
拡
大
の
余
波
で
、

日
本
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ユ
ー

ザ
ー
の
検
収
も
厳
格
化
し

て
お
り
、
入
荷
し
た
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
ひ
と
手
間
・
ふ

た
手
間
か
け
て
異
物
や
異

種
金
属
を
選
別
・
除
去
し

な
け
れ
ば
、
売
れ
な
い
・

ま
た
は
売
値
が
下
が
る
、

と
い
っ
た
状
況
が
加
速
す

る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
、
よ

り
細
分
化
・
高
品
位
化
し
、

売
り
先
も
国
内
頼
み
で
は

生
き
残
れ
な
い
業
界
に
変

わ
っ
て
い
き

そ
う
だ
。

銅
ス
ク
ラ

ッ
プ
ユ
ー
ザ

ー
の
製
品
需

要
や
生
産
が

上
向
け
ば
、

ス
ク
ラ
ッ
プ

の
市
中
購
買

量
も
増
え
る

と
い
う
の

が
、
こ
れ
ま

で
の
慣
例
だ

っ
た
。た
だ
、

こ
こ
数
年
、
銅
ス
ク
ラ
ッ

プ
ユ
ー
ザ
ー
の
伸
銅
・
電

線
メ
ー
カ
ー
な
ど
は
、
製

品
需
要
が
堅
調
だ
っ
た
期

間
も
含
め
て
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
問
屋
と
か
わ
す
長
期
納

入
契
約
（
ロ
ン
グ
）
の
数

量
や
価
格
条
件
を
引
き
下

げ
続
け
て
き
た
。

伸
銅
・
電
線
メ
ー
カ
ー

の
生
産
が
想
定
以
上
に
上

向
き
、
原
料
を
ロ
ン
グ
で

賄
え
な
い
場
合
は
、
ま
と

ま
っ
た
数
量
を
調
達
で
き

る
一
部
の
直
納
問
屋
に
だ

け
ス
ポ
ッ
ト
発
注
す
る
た

め
、
大
多
数
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
問
屋
が
取
り
残
さ
れ
る

と
い
う
構
図
が
出
来
上
が

っ
た
。

ま
た
、
国
内
ス
ク
ラ
ッ

プ
で
は
な
く
輸
入
ス
ク
ラ

ッ
プ
の
調
達
量
も
増
え
て

い
る
。
財
務
省
発
表
の
輸

入
通
関
統
計
に
よ
る
と
、

5
月
の
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸

入
量
は
前
年
同
月
比
3
％

増
の
1
万
2
0
9
3
㌧

で
、
昨
年
10
月
以
降
8
カ

月
連
続
し
て
増
え
た
。

1
―
5
月
の
累
計
も
前

年
同
期
比
23
・
8
％
増
の

6
万
3
6
3
4
㌧
で
、
特

に
米
国
か
ら
の
輸
入
量
は

約
2
倍
の
1
万
4
4
2
5

㌧
に
達
し
た
。

国
内
問
屋
の
ロ
ン
グ
の

条
件
が
悪
化
す
る
一
方

で
、
輸
入
ス
ク
ラ
ッ
プ
が

増
え
続
け
る
と
い
っ
た
歪

な
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

関
西
地
区
で
深
刻
な
黄
銅

削
り
粉
の
荷
余
り
も
解
消

さ
れ
る
見
通
し
は
全
く
立

っ
て
お
ら
ず
、
一
部
の
大

手
黄
銅
棒
メ
ー
カ
ー
が
製

品
生
産
量
と
関
係
な
く
削

り
粉
の
購
買
量
を
減
ら
し

続
け
て
お
り
、
荷
余
り
が

あ
ま
り
に
も
長
期
化
し
て

い
る
た
め
、
従
来
の
よ
う

な
荷
動
き
に
戻
る
こ
と
は

も
う
な
い
と
感
じ
て
い
る

問
屋
も
少
な
く
な
い
。

中
国
が
今
月
か
ら
銅
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
輸
入
基
準
を

厳
格
化
し
、
1
回
目
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
発
行
し
た
。

発
行
前
は
、
中
国
側
の
業

者
に
ラ
イ
セ
ン
ス
が
出
る

か
否
か
が
注
目
さ
れ
た

が
、
実
際
に
ラ
イ
セ
ン
ス

が
出
た
今
で
も
安
心
は
で

き
な
い
。

中
国
向
け
の
主
要
な
輸

出
品
目
で
あ
る
込
み
黄
銅

は
、
通
常
、
金
属
以
外
の

ゴ
ム
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
が
付
着
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
は
少
量
で
あ
れ
ば

除
去
す
る
こ
と
な
く
そ
の

ま
ま
輸
出
業
者
が
買
い
取

り
、
流
通
価
格
も
異
物
の

混
入
を
加
味
し
た
水
準
が

一
般
的
だ
っ
た
。

た
だ
、
足
元
は
中
国
税

関
の
検
収
が
厳
格
化
し
た

影
響
や
、
異
物
混
入
に
よ

る
シ
ッ
プ
バ
ッ
ク
の
リ
ス

ク
回
避
や
、
現
地
ユ
ー
ザ

ー
の
輸
入
ラ
イ
セ
ン
ス
は

く
奪
を
危
ぐ
し
て
、
日
本

側
の
輸
出
業
者
が
目
視
で

確
認
で
き
る
ゴ
ム
パ
ッ
キ

ン
や
異
種
金
属
の
事
前
除

去
を
扱
い
筋
各
社
に
依
頼

し
て
お
り
、
除
去
し
て
い

な
い
も
の
は
買
い
取
り
価

格
が
大
幅
に
下
げ
ら
れ
て

い
る
。「
手
作
業
で
し
か
取

れ
な
い
の
で
手
間
と
時
間

が
非
常
に
か
か
る
」（
ス
ク

ラ
ッ
プ
問
屋
）。

扱
い
筋
は
、
異
物
を
除

去
す
る
こ
と
で
売
値
が
上

が
る
の
で
は
な
く
、
価
格

や
数
量
を
現
状
維
持
す
る

た
め
に
手
間
を
か
け
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
選
別
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
低
く
、
渋
々
労
力
を
割

い
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
国
内
発

生
に
つ
い
て
は
、
銅
製
品

の
生
産
量
や
需
要
量
で
比

例
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

従
来
通
り
建
値
の
上
下
に

翻
弄
さ
れ
る
傾
向
が
強

く
、
今
以
上
に
玉
が
売
り

難
く
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
選

別
す
る
必
要
性
が
さ
ら
に

高
ま
れ
ば
、
仕
事
量
で
は

な
く
相
場
で
稼
ぐ
業
者
も

増
え
て
く
る
。

ロ
ン
グ
を
手
掛
け
る
直

納
問
屋
は
、
相
場
が
上
が

れ
ば
売
り
込
み
増
・
発
生

増
で
高
値
の
余
剰
在
庫
を

抱
え
ざ
る
を
得
ず
、
相
場

が
下
が
れ
ば
無
い
物
高
を

強
い
ら
れ
る
な
ど
、
か
じ

取
り
は
難
し
く
な
っ
て
い

る
。

（
石
橋

栄
作
）

2
0
1
8
年
末
で
中
国
が
「
第
7
類
」
と
分
類
す
る
雑

品
や
雑
電
線
な
ど
低
品
位
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
入
を
禁
止

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ
業
界
で

も
グ
ロ
ー
バ
ル
へ
の
意
識
が
加
速
し
た
と
い
え
る
。「
国
内

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
み
で
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
決
ま
ら

な
く
な
っ
て
い
る
」（
関
東
の
原
料
問
屋
）。そ
の
一
方
で
、

国
内
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
処
理
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

輸
入
塊
の
動
向
が
国
内

の
製
品
価
格
だ
け
で
な

く
、
国
内
ス
ク
ラ
ッ
プ
価

格
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
海
外
の
ミ
ッ

ク
ス
メ
タ
ル
（
ゾ
ル
バ
）

価
格
も
同
様
だ
。
国
内
か

ら
は
、
使
用
済
み
ア
ル
ミ

缶
（
Ｕ
Ｂ
Ｃ
）
や
ビ
ス
付

き
サ
ッ
シ
を
輸
出
す
る
動

き
が
年
々
強
ま
っ
て
い

る
。
あ
る
関
東
の
原
料
問

屋
は
「
昔
は
ロ
ン
ド
ン
金

属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
の

ア
ル
ミ
相
場
や
為
替
だ
け

を
見
て
い
れ
ば
良
か
っ

た
。
今
は
世
界
中
の
ア
ル

ミ
に
関
す
る
情
報
や
価
格

動
向
を
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
」
と
指

摘
す
る
。

そ
の
ア
ル
ミ
価
格
に
目

を
向
け
る
と
「
す
べ
て
が

安
い
」（
メ
ー
カ
ー
、問
屋
）

状
況
に
あ
る
。
欧
州
産
や

中
国
産
の
製
品
価
格
が
、

足
元
で
は
国
内
の
製
品
価

格
を
大
き
く
下
回
る
。
ベ

ー
ス
メ
タ
ル
も
値
を
下
げ

て
き
た
。

あ
る
二
次
合
金
メ
ー
カ

ー
は
「
割
安
な
輸
入
塊
に

合
わ
せ
て
、
国
内
ス
ク
ラ

ッ
プ
価
格
を
引
き
下
げ
た

い
が
、
実
際
に
は
そ
こ
ま

で
下
げ
ら
れ
な
い
」
と
漏

ら
す
。
国
内
ス
ク
ラ
ッ
プ

を
手
当
て
す
る
こ
と
は
、

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
安

定
供
給
の
面
か
ら
重
要

だ
。
だ
が
、
数
カ
月
先
を

見
据
え
た
場
合
、
入
着
す

る
輸
入
塊
の
価
格
ほ
ど
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が
下
が

っ
て
い
る
可
能
性
は
低
い

と
み
る
。
先
行
き
の
相
場

変
動
リ
ス
ク
が
あ
る
と
は

い
え
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て

は
コ
ス
ト
面
か
ら
輸
入
塊

を
一
部
購
入
す
る
選
択
肢

を
選
ぶ
こ
と
も
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。

輸
入
塊
に
合
わ
せ
た
形

で
原
料
が
安
く
な
れ
ば
、

国
内
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
使
う

メ
リ
ッ
ト
は
出
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
、
直
近
の
輸
入

塊
は
ス
ポ
ッ
ト
価
格
で

「
1
6
0
円
台
前
半
」（
関

係
筋
）
と
、
海
外
業
者
も

採
算
が
合
わ
な
い
と
み
ら

れ
る
安
値
を
付
け
て
い

る
。
二
次
合
金
メ
ー
カ
ー

は
「
い
ま
国
内
で
最
も
安

い
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
合
金
削

り
粉
は
キ
ロ
1
0
0
円
を

切
る
か
ど
う
か
。
仮
に
輸

入
塊
の
価
格
を
意
識
す
れ

ば
、
70
円
あ
た
り
で
購
入

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
」

と
指
摘
す
る
。

そ
の
輸
入
塊
と
自
社
製

品
と
の
価
格
競
争
を
、
二

次
合
金
メ
ー
カ
ー
は
避
け

て
い
る
。
中
国
を
は
じ
め

と
す
る
各
国
か
ら
割
安
な

Ａ
Ｄ
Ｃ
12
が
入
っ
て
き
て

お
り
「
国
内
市
場
は
荒
ら

さ
れ
て
い

る
」（
二
次
合

金
メ
ー
カ

ー
）。別
の
二

次
合
金
メ
ー

カ
ー
は
「
戦

っ
た
ら
自
ら

の
首
を
絞
め

る
だ
け
」
と

話
す
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
ア

ル
ミ
相
場
も

軟
調
な
た

め
、
ア
ル
ミ

ス
ク
ラ
ッ
プ

価
格
は
1
年

以
上
に
わ
た
り
下
落
基
調

を
続
け
て
い
る
。
二
次
合

金
メ
ー
カ
ー
各
社
は
「
ア

ル
ミ
相
場
が
強
く
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
慌
て
て
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
購
入
す
る
必

要
は
な
い
」
と
述
べ
る
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
買
い
手

市
場
が
鮮
明
な
こ
と
か

ら
、
販
路
拡
大
の
一
手
と

し
て
輸
出
を
検
討
す
る
原

料
問
屋
も
出
て
き
た
。
逆

に
、
一
時
期
は
イ
ン
ド
人

が
国
内
に
買
い
付
け
の
商

談
に
来
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
た
だ
、
本
格
的
に
輸

出
を
手
掛
け
る
と
な
れ

ば
、
海
外
業
者
と
長
く
付

き
合
う
た
め
に
も
、
あ
る

程
度
の
数
量
を
扱
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
れ
ば
、
品
質
面
で

相
手
側
か
ら
ク
レ
ー
ム
も

入
り
や
す
く
「
長
く
は
続

か
な
い
」（
南
関
東
の
原
料

問
屋
）
の
が
現
状
だ
と
い

う
。メ

ー
カ
ー
と
し
て
は

「
東
南
ア
ジ
ア
向
け
の
輸

出
は
続
か
な
い
だ
ろ
う
」

と
の
見
方
を
示
す
。も
し
、

中
国
の
環
境
規
制
強
化
な

ど
に
よ
り
海
外
へ
の
輸
出

が
難
し
い
と
な
れ
ば
、
国

内
で
前
処
理
の
仕
事
が
増

え
る
こ
と
に
な
る
。

中
国
向
け
に
輸
出
さ
れ

て
い
た
品
物
を
含
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
難
し
い
ス
ク

ラ
ッ
プ
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
ア
ル
ミ
ス
ク
ラ
ッ
プ

で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
サ
ッ

シ
系
の
断
熱
材
、
缶
の
表

面
塗
料
な
ど
に
な
る
。
軽

量
化
の
素
材
と
し
て
脚
光

を
浴
び
る
ア
ル
ミ
だ
が
、

軽
さ
を
追
及
す
る
た
め
に

今
後
も
薄
く
な
る
方
向
と

み
ら
れ
、
さ
ら
に
他
の
元

素
を
添
加
し
て
製
品
に
な

る
傾
向
も
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
時
に
は

ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
れ
を
き
ち
ん
と

分
け
る
こ
と
を
「
国
内
業

者
に
は
求
め
ら
れ
て
い

る
」（
メ
ー
カ
ー
）と
言
う
。

（
藤
田

章
嗣
）

業界の課題を読む 非鉄リサイクル特集業界の課題を読む 非鉄リサイクル特集

「
売
り
先
な
い
」常
態
化

検
収
厳
格
化
輸
入
品
と
競
合
も

さらなる選別を要求される込み黄銅

輸
入
塊
と
の
競
合
が
常
態
化
し
て

い
る
ア
ル
ミ
二
次
合
金

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
化
加
速

輸
出
、国
内
前
処
理
が
重
要
に




